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問 1

力学的ェネルギー保存則より
inフ:=:(‐ +〃)y2+η ttθん′が成り立つ。これ

と問2の水平方向の運動量保存則を連立させ,7を消去して ん′について解く

とん′=琵
ギ:1号荒キ

υ:を 4尋 る。
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水平方向の運動量保存則は ‐υO cOs θ=(碗 +よ丁)yである。

力学的エネルギー保存則より
:鞄

ν:=n♂んが成 り立つので れ=ν:/2♂ 。
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問 4

問 3
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問 1

電気量はσであるので,電場の強さは問1の結果より,ど =乗 となる。
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点電荷か らの距離が″の時,ク ーロンの法則による電場の強 さは ど'三  9
4πε。(ヶlr)2

である。ここで,半径 輝rの球の表面積は S'三 4π
(ηr)2な ので,ど's'=2負 )と な

る。よって,2が一定なので,点電荷 2か らの電気力線の総本数は 々に依存 し
ない。
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導体板は薄いため導体板

分近 くでは電場は導体板

が導体板の表裏両面にあ

生じる電気力線の総本教

さはど=笠筈となる。

クーロンの法則により,点電荷から距
蓄

/離れた電場の強 さは ど=扇挙
皇でぁ

り,半径 rの球の表面積は∫=4π/2で ぁる。電気力線の本数密度は βに比例す
るので,半径 /の球の表面を垂直に貫 く電気力線の総本数は どJ=2εoに比例
する。 よって,電気力線の総本数は ωに比例する。


